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Yb3+:Lu3Al5O12 の 3 つの新レーザー材料の研究を行った。Nd3+:Ba(Zr,Mg,Ta)O3 は(株)村田製作
所により開発された透光性セラミックである。Disordered構造であることで広帯域利得を示す。
試料の製造工程の最適化を行い、新たに試料を作製すると同時に、共振器の最適化を行った。そ












低下はわずかである。添加濃度が 10 at.% の Yb3+:Lu3Al5O12を用いて、CWレーザー発振実験及
びモード同期実験を行った。CW レーザー発振実験では、最大出力 2.14 W、スロープ効率 72%
の高効率動作を達成した。モード同期実験では、SESAMモード同期により、スペクトル幅2.5 nm、
パルス幅 541 fs、繰り返し周波数 100 MHzのモード同期発振に成功した。 
 
